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１． 平成 15 年 12 月期第 3 四半期の業績概況 

イ． 平成 15 年 1 月１日～平成 15 年 9 月 30 日 

 

平成 14年 12月期 

第 3 四半期 

（1 月～9 月） 

平成 15年 12月期 

第 3 四半期 

（1 月～9 月） 

対前年同期比 

増減率 

平成 14年 12月期 

通期 

 百万円 百万円 ％ 百万円 

売上高 5,217 5,381   3.1   7,971 

営業利益   62   207 233.1     300 

経常利益   61   193 216.8     292 
      
 

ロ． 平成 15 年 7 月１日～平成 15 年 9 月 30 日 

 

平成 14年 12月期 

第 3 四半期 

（7 月～9 月） 

平成 15年 12月期 

第 3 四半期 

（7 月～9 月） 

対前年同期比 

増減率 

 百万円 百万円 ％ 

売上高 1,697   1,750     3.1   

営業利益 45    54   21.4   

経常利益 41    50   22.5   

（注）１. 四半期の業績については公認会計士または監査法人による会計監査を受けておりません。 

２．当四半期末における連結対象子会社は３社であります。持分法適用関連会社はありません。 

３．記載金額は単位未満を切り捨てて表示しております。 

 

［経営成績の進捗状況に関する定性的情報等］ 

当四半期（７月～９月）では国内景気の先行きに明るさが広がり、実際、一部の業種ではＩＴ

投資が拡大しましたが、一方で金融等の業種では引き続き投資抑制が図られるなど、業種的な跛

行性が強く出ました。 

７～９月の当社グループ売上を業種別に見ると、信販、流通は比較的好調でしたが、保険・証

券、官公庁において投資抑制傾向が見られ、全体として伸び悩みました。 

事業別ではアウトソーシング事業、ソリューションビジネス事業はまずまずでしたが、ＳＩ/

ソフトウェア受託開発は伸び悩みました。 
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なお、当四半期（７月～９月）において、連結対象子会社では金沢ソフトウエアを中心に 3 社

合計で売上高 255 百万円（連結調整後）を計上いたしましたが、利益は平成 15 年 3 月に設立した

㈱エフ・エフ・ソルの初期負担が嵩み、経常損失 6 百万円となりました。 

 

２．財政状態（連結）の変動状況 

 平成 14 年 

9 月末 

平成 15 年 

6 月末 

平成 15 年 

9 月末 

平成 15 年 6 月末比

増減率 

 百万円 百万円 百万円 ％ 

総資産 5,206 5,291 5,380 1.7 

株主資本 1,954 1,984 1,991 0.3 

 

［財政状態（連結）の変動状況に関する定性的情報等］ 

平成 15 年 6 月末比で特段の変動はありません。 

 

 

３. 平成 15 年 12 月期の連結業績予想（平成 15 年 1 月１日～平成 15 年 12 月 31 日） 
売  上  高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

百万円 百万円 百万円 

8,129 428 213 

 

［業績予想に関する定性的情報等］ 

平成 15 年 2 月 10 日に発表しております平成 15 年 12 月期の業績見通しは上記のとおりであり

ます。本見通しは現在の段階では変更しておりません。 

 

 

［当社グループの四半期業績の特性］ 

当社グループの売上高および利益は第４四半期（10 月～12 月）に多く計上される傾向があります。又、

上期（１月～6 月）及び下期（7 月～12 月）の構成をみた場合、売上高、利益とも下期の比重が大きくな

る傾向があります。 

この四半期毎および半期毎の業績変動は、当社グループの従来からある業界的特色でありますが、経済

情勢を踏まえ、今期の中間期・通期の業績予想においては売上高、利益とも例年以上に下期にウェイトを

おいた業績予想としております。 

 

 

［見通しに関する留意事項］ 
本資料における業績の見通しは、当社が現時点で入手可能な情報による判断、仮定及び確信に基くもの

であり、今後の国内および海外の経済情勢、事業運営における内外の状況変化、あるいは見通しに内在す

る不確定要因や潜在的リスク等さまざまな要因によって、実際の業績は見通しと大きく異なる結果となる

可能性があります。なお、リスクや不確実な要因には、将来の出来事から発生する重要かつ予測不可能な

影響等も含まれます。 
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（参考） 

１. 平成 15 年 12 月期第 3 四半期の個別業績 

イ． 平成 15 年 1 月１日～平成 15 年 9 月 30 日 

 

平成 14年 12月期 

第 3 四半期 

（1 月～9 月） 

平成 15年 12月期 

第 3 四半期 

（1 月～9 月） 

対前年同期比 

増減率 

平成 14年 12月期 

通期 

 百万円 百万円 ％ 百万円 

売上高 5,009 5,126   2.3   7,678 

営業利益   69   213 208.9     310 

経常利益   68   200 193.3     303 
      
 

ロ．平成 15 年 7 月１日～平成 15 年 9 月 30 日 

 

平成 14年 12月期 

第 3 四半期 

（7 月～9 月） 

平成 15年 12月期 

第 3 四半期 

（7 月～9 月） 

対前年同期比 

増減率 

 百万円 百万円 ％ 

売上高 1,646   1,652     0.4   

営業利益 44    53   19.7   

経常利益 41    49   20.8   

 

２．財政状態（個別）の変動状況 

 平成 14 年 

9 月末 

平成 15 年 

6 月末 

平成 15 年 

9 月末 

平成 15 年 6 月末比 

増減率 

 百万円 百万円 百万円 ％ 

総資産 5,043 5,111 5,190 1.5 

株主資本 1,912 1,958 1,965 0.3 

 

 

３. 平成 15 年 12 月期の個別業績予想（平成 15 年 1 月１日～平成 15 年 12 月 31 日） 
売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

百万円 百万円 百万円 

7,800 410 203 

以上 


